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Ⅰ　はじめに

平成19年4月29日に大山、塔ノ岳、蛭ヶ岳の３山頂

で実施した登山道利用実態調査について報告する。

この調査は、丹沢大山総合調査地域再生調査によ

る県民参加調査として実施した9山頂における登山道

利用実態調査を引き継ぐものとして、平成18年から

丹沢の緑を育む集い実行委員会の支援により丹沢大

山ボランティアネットワークが県民協働調査として

実施した。

Ⅱ　調査方法

丹沢大山の主要な登山道の利用実態を把握するた

め、大山山頂へ通じる5路線、塔ノ岳山頂へ通じる5

路線および蛭ヶ岳山頂へ通じる3路線を選定し、塔ノ

岳については、金冷シにも調査点を設け、鍋割山方

面と大倉方面の登山道利用実態についても調査した

（図1）。

各山頂では登山道ごとに調査員を配置し、山頂へ

向かう登山者を「上り」、山頂から降りる登山者を

「下り」として、調査開始から終了までの１時間ごと

の登山者数を記録した。

Ⅲ　調査結果

山頂別の計測1日当りの上り登山者数は大山2,517

人、塔ノ岳1,619人、蛭ヶ岳252人であり、大山は蛭

ヶ岳の10倍程となっている（表1～3）。

登山道別の計測1日当りの上り下り登山者数をみる

と、大山⇔下社方面2,554人、大山⇔見晴台方面1,555

人、塔ノ岳⇔大倉方面1,493人の3路線の利用がとり

わけ多く、この3山頂で上り下り登山者合計の67.8％

を占めている（表1～4）。

今後も、この調査を継続していき、登山者数の推

移を把握するとともに、登山道荒廃状況と登山者数

の関連等からオーバーユース対策の基礎となるデー

タの蓄積を図っていく。
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図1 調査山頂及び路線　
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表1　大山山頂登山道利用実態調査結果表�

注：２００７年４月２９日  ９：００～１５：００調査実施�

方面�
上り人数�
下り人数�
計�

西沢ノ頭�
３�
５�
８�

唐沢峠�
１４�
４９�
６３�

見晴台�
２４７�
１,３０８�
１,５５５�

下社�
１,７５２�
８０２�
２,５５４�

ヤビツ峠�
５０１�
３１８�
８１９�

大山山頂計�
２,５１７�
２,４８２�
４,９９９�

表2　塔ノ岳山頂登山道利用実態調査結果表�

注：２００７年４月２９日  ８：００～１５：００調査実施�

方面�
上り人数�
下り人数�
計�

丹沢山�
２１７�
２７７�
４９４�

新大日�
５６５�
２４５�
８１０�

大倉�
７１７�
７７９�
１,４９３�

鍋割山�
１２２�
１３３�
２５５�

熊木沢出合�
１�
６�
７�

塔ノ岳山頂計�
１,６１９�
１,４４０�
３,０５９�

表3　蛭ヶ岳山頂登山道利用実態調査結果表�

注：２００７年４月２９日  ７：００～１５：００調査実施�

方面�
上り人数�
下り人数�
計�

姫次�
５２�
８６�
１３８�

丹沢山�
１７８�
１１３�
２９１�

檜洞丸�
２２�
２０�
４２�

蛭ヶ岳山頂計�
２５２�
２１９�
４７１�

表4　大倉尾根登山道利用実態調査結果表�

注：２００７年４月２９日  ８：００～１５：００調査実施�

方面�
上り人数�
下り人数�
計�

塔ノ岳�
７１４�
７７９�
１,４９３�

鍋割山�
３１�
４４�
７５�

大倉尾根計�
７４５�
８２３�
１,５６８�




